
Q.(基礎問題精講数学 2B P173 例題 111) 

解説の補助をお願いします。 

 

A. 等差数列の問題で重要なのは主に次の内容です。 

①例題 110 の解説のような階段をイメージすること(←等差数列を扱うときは常に頭の

中で思い描けるように！)。 

②初項と公差が分かれば一般項が求めれられ、それに伴って和も求められること。 

 

ここではまず等差数列の総和の求め方について考えます。例題 110の解説同様に、各項

の大きさを高さとして表現すると、階段のようになります。総和を求めるということは

この階段の面積を求めるということです。 

 

この階段と同じものをもう一つ用意し、2つを合体

させると長方形となります。この長方形の面積を求

め、面積を半分にしたものが階段の面積、つまり等

差数列の総和になります。 

 

 

この長方形の横の長さは数列の項数なので です。

また縦の長さは、初項と第 項を合わせたものなの

で、     となります。 

 

したがって、等差数列の初項から第 項までの総和

を  とすると、 

   
 

 
  縦   横  

 
 

 
           

 
 

 
        

となります。 

この考え方を拡張すれば、等差数列の途中部分の和も求められます。 

先ほどの長方形の縦の長さが(初めの項)+(終わりの項)、横の長さが(項の数)となるので、



等差数列のある部分の和の求め方は 

項の数

 
   初めの項   終わりの項   

このように覚えておくと応用がききやすいです。 

 

特に等差数列の初項(第 1項)から第 項までの総和の場合、            を使って

書き換えると、 

   
 

 
                

 
 

 
              

(1)ではこの式を利用して解くことができます。この総和を求める式は、式自体ととも

に導出の過程(長方形の縦と横の長さは何か？なぜ長方形÷2 か？)も頭に入れておきま

しょう。 

 

(1) 

初項から第 5 項までの総和(  )と第 20 項までの総和(   )が与えられています。これら

をそれぞれ等差数列の総和の式に代入し、連立させることで    を求めます。 

 

      なので 

 

 
                 

               ←両辺を 2/5倍しました。 

 

また       なので 

  

 
                  

              ←両辺を 1/10倍しました。 

 

   より 

         

      

これを 式に代入して 



              

      

 

(2) 

(1)で初項、公差を求めたので、等差数列の一般項が求められる状態になりました。 

初項は  、公差は  なので一般項は 

                 

        

この等差数列の総和が最大となるときがどのようなときか考えます。 

この数列を実際に書いてみると 

                                                

となります。 

試しに        の値を求めてみましょう。 

  は  そのものなので、 

         

  は  と  を足したものですが、  に  を足したものともみなせますので 

                         

  は  に  を足したものなので 

                    

 

このように考えると、初項から第 項までの総和  は    に  を足したものと考えるこ

とができます。 

つまり、 

           

これを変形すると 

           

この式から、  が正なら       なので、総和は増加します。 

逆に  が負なら       なので、総和は減少します。 

つまり、  の正負が、  の増減に関わっています。 

 

※微分を習っている人は、
  

  
の正負が の増減に関わっていたことを思い出してくださ

い。理屈は同じです。 

 



今回、         の正負を考えると、 

    では     

    では    です。 

 

            

           

          

 

 

つまり    までは  は増え続けますが、    からは  は減り続けます。 

ということは総和が最大となるのは  が減少し始める直前なので、 

     

 

一般に、数列の一般項  の符号が変わる(正→負または負→正となる)直前のとき、  が

極値(極大値または極小値)をとることが分かります。 

※微分に置き換えると、
  

  
の符号が変わるところで、 が極値をとるのと同じです。 

 

したがって、数列の総和の最大値・最小値を考えるときは、  の符号を考えることが

定石です。 

↑ここで  の符号が変わる 


